
 

 

土曜日の中京芝は父か母父が欧州型かストームバード系が活躍しておりました。 



ロードカナロアは、ストームバードの影響を受けた欧州キングマンボ系種牡馬。 

 

モーリスは、欧州サドラーズの影響を受けた欧州ロベルト系種牡馬。 

 

★１番と◎１１番はロードカナロア産駒 

 

ロードカナロアは当コースでダントツのリーディングサイアー。 

特に安田隆行厩舎のカナロア産駒は、当コースの勝率 36.4％で 

単勝回収率は 143％のハイアベレージでございますな。 

 

★１番は昇級戦でコケた次走で必ず巻き返す「学習能力」の高さが魅力。 

相手は一気に強化されますが、全兄ファンタジストはセントウル Sの２着馬。 

出来も良さそうで楽しみにしております。 

 

 



○１５番はモーリス産駒。 

モーリス産駒の当コース勝率は 28.6％、単勝回収率 115％ 

本馬は、坂路調教のラップがそのまま成績に直結するタイプで 

今回は勝ち負けに絡んでくる公算が高いと考えます。 

 

☆１３番は当コースで現在３連続連対中。 

父がダート種牡馬ゴールドアリュールと言う異色の存在ですが 

追込みが届く展開になれば楽しみな存在。 


